
第 54 回福井県病院薬剤師会定期総会 

日時：令和 4 年 5 月 24 日（火）18：30～ 

場所：WEB 開催 

会議次第 

 

開会の辞                                     小川副会長 

会長挨拶                                     後藤 会長 

議長登壇 

一、報告事項 

第１号 令和３年度各委員会事業報告                 資料 No.1   塚本理事 

資料 No.2   新田理事 

資料 No.3  小川副会長 

資料 No.4   吉田理事 

資料 No.5  佐野副会長 

資料 No.6   古川理事 

第２号 令和３年度会計報告                     資料 No.7   渋谷理事 

第３号 令和３年度監査報告                     資料 No.8   吉村理事 

 

二、議案 

第１号 令和４年度各委員会事業計画（案）              資料 No.9   塚本理事 

                                          新田理事 

      小川副会長 

       吉田理事 

      佐野副会長 

       古川理事 

 第２号 令和４年度予算（案）                    資料 No.10  渋谷理事 

第３号 福井県病院薬剤師会会則 改正（案）             資料 No.11  奥村理事 

 

三、その他（連絡・報告事項） 

第１号 ウクライナへの支援のための支援金の拠出について              資料 No.12   

 

四、役員改選に関する件 

第 1 号 会長、副会長、監事 選出                  資料 No.13   

 

議長降壇 

 

閉会の辞                                     佐野副会長 



一、報告事項 

第１号 令和３年度各委員会事業報告 

資料 No.1 

 

学術委員会事業報告 

 

① 委員会開催報告 

 

○第 1回学術委員会（2021/6/11） Web（ZOOM）開催 

出席：草冨、古俵、佐藤、高柳、福嶋、森田、山田、吉川、塚本（敬称略） 

 

議題１：委員の確認 

議題２：2020 年度の活動報告 

議題３：2021 年度の活動について 

 

○第 2回学術委員会（2021/10/15） Web（ZOOM）開催 

出席：草冨、古俵、佐藤、高柳、福嶋、前田、森田、吉川、塚本（敬称略） 

 

議題１：委員の確認 

議題２：第 31回北陸ブロック学術大会の開催について 

議題３：学術講演会の開催状況と研修会の計画についての活動について 

議題４：全体研修会の開催について 

 

○その他、メーリングリストを活用して随時情報交換、議論を行った。 

 

② 事業報告 

 

1. 全体研修会 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により今年度も開催は中止とした。 

 

2. 日本病院薬剤師会北陸ブロック学術大会（別添資料１） 

今年度は福井県が担当県として、2021 年 11月 7日（日）に Web形式で開催した。一

般演題はオンデマンド配信（11月 1 日（月）～11月 7日（日））、特別講演はライブ

配信（11月 7 日（日）13:30～15:00）で行った。特別講演は舟越亮寛 先生(亀田総合

病院 薬剤部/管理部長・薬剤部長，日本病院薬剤師会理事・医療安全対策委員会委員

長）をお招きし「医療安全対策委員会の活動計画について」ご講演頂いた。     

一般演題：16 題（福井：6 題，石川：4題，富山：6題） 

参加者：学術大会 134名，特別講演 103 名 



  

3. 学会参加助成 

今年度も学会・学術集会のほとんどが Web 開催（ハイブリッド含む）となったことか

ら、昨年度と同様に参加費（全額）を助成する形で事業を行った。 

以下の学会・学術集会への参加助成の希望を募ったが、いずれも希望者はなかった。 

     ・第 31回日本医療薬学会年会： 0人 

・第 43回日本病院薬剤師会 近畿学術大会： 0人 

・日本薬学会第 142年会 ： 0人 

 

4. 学術講演会の開催について 

昨年度と同様に集合型研修は行わず、原則 Web（ZOOM）で開催することとした。日病

薬院薬学認定薬剤師制度の単位取得の機会を確保するため、北陸 3 県で開催される講

演会を共有して単位を取得できるようにした。また、福井県病薬会員が講師を務める

Web 研修会の開催を計画し、計 10回開催した。 

 

5. 日病薬病院薬学認定薬剤師制度 単位付与状況 

別添資料２ 

 

③ 収支報告書 

別添資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別添資料１】 

2021年 10月吉日 

富山県・石川県・福井県病院薬剤師会 会員各位 

福井県病院薬剤師会 

会長 後藤 伸之 
 

第 31回日本病院薬剤師会 

北陸ブロック学術大会参加申込について 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

先に御案内いたしました第 31回日本病院薬剤師会 北陸ブロック学術大会の参加申込案内

を送付いたしました。申込は次頁以降をご覧いただき、2021年 10月 29日（金）までに参加施設

より直接申し込みいただきますよう、御協力よろしくお願いします。 

今回は、一般演題 16題のほか、日本病院薬剤師会 理事の舟越亮寛先生をお迎えして特別

講演をライブ配信で開催いたします。 

多くの先生方の参加を担当者一同、心よりお持ちしております。 

 

記 

 
日  時 2021年 11月 7日（日） 

（オンデマンド配信:2021年 11 月 1日（月）～11月 7 日（日）） 
 
会  場 Web開催 
 
参 加 費 無料 
 

内  容  

 

①特別講演（ライブ配信） 

「医療安全対策委員会の活動計画について（仮題）」 

日本病院薬剤師会 理事   舟越 亮寛 先生 

 

②一般講演・・・・16題（オンデマンド配信） 

 

 

学術大会事務局：福井県吉田郡永平寺町松岡下合月 23-3福井大学医学部附属病院 薬剤部内 

第 31 回北陸ブロック学術大会 プログラム・運営担当 古俵孝明 

℡ 0776-61-3111(内線 3205)  FAX 0776-61-8156 

E-mail:  kodawara@u-fukui.ac.jp 

mailto:kodawara@u-fukui.ac.jp


学会参加申込方法について 

① 一般演題参加の申し込み方法 

https://iryoo.com/login/630 へアクセス 

北陸ブロック学術大会 HP より参加登録ボタンを選択、必要項目（所属する薬剤

師会、日病薬番号、メールアドレス等）を入力してください。 

 
後日、登録したメールアドレスへ iryoo.com からアカウント発行のお知らせが届くの

で、ログインが可能になります。（ログイン後の操作については、HP 内をご参照くださ

い） 

② 特別講演の申し込み方法 

日時：2021 年 11 月 7日(日) 15:30〜16:30 

場所：WEB 形式 [Zoom] 

次頁の QRコードまたは URLより事前登録をお願いします 

（※日病薬病院薬学認定薬剤師制度（領域Ⅳ-1） 0.5 単位申請中 ） 

➢ 単位認定には 60 分の参加が必要となります（Zoomログにて確認）。  

➢ 単位認定には、上記に加え講演会終了後に行う確認テストの受講が必須となりま

す。 

➢ 単位シールにつきましては後日の配布となります。 

➢ 本研修会は、福井県病院薬剤師会主催の研修会です。単位シールにつきましては、

福井県・石川県・富山県の病院薬剤師会会員のみを対象とさせていただきます。 

 

https://iryoo.com/login/630


【別添資料２】 

福井県病院薬剤師会が主催・共催の研修会 

（日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位付与状況）） 

  Ⅰ－1 Ⅰ-2 Ⅰ－3 Ⅱ-1 Ⅱ-2 Ⅱ-3 Ⅱ-4 Ⅱ-5 Ⅱ-6 

平成 27 年度（2015 年度） 0.5 1 0.5 1 0 0 0 1 0.5 

平成 28 年度（2016 年度） 0 0 1 0 0 2 0.5 0 3.5 

平成 29 年度（2017 年度） 1 0 0 1 0 7 0 0 5 

平成 30 年度（2018 年度） 0 0 0.5 0 0.5 3 0 0 2 

平成 31 年度（2019 年度） 3.5 0.5 0.5 0.5 0 1 0 0 1 

令和 2 年度（2020 年度） 0 0 1 0 1 2 0 0 1 

令和 3 年度（2021 年度） 0 1.5 0 0 0 2 0 0.5 2.5 
          

通算 5 3 3.5 2.5 1.5 17 0.5 1.5 15.5 

直近 3 年 3.5 2 1.5 0.5 1 5 0 0.5 4.5 

 

  Ⅲ-1 Ⅲ-2 Ⅳ-1 Ⅳ-2 Ⅴ-1 Ⅴ-2 Ⅴ-3 
領域 

なし 
  

平成 27 年度（2015 年度） 0.5 9 3 1.5 1 16 0 0 35.5 

平成 28 年度（2016 年度） 6 1.5 1 1.5 2.5 27 1 0 47.5 

平成 29 年度（2017 年度） 6 8.5 2 1 7.5 23 1.5 0 63.5 

平成 30 年度（2018 年度） 5 7 5 2 0.5 16.5 4.5 0 46.5 

平成 31 年度（2019 年度） 3.5 10.5 3 3.5 0 11 6 0 44.5 

令和 2 年度（2020 年度） 5.5 4.5 3 4 2.5 10.5 0 0 35 

令和 3 年度（2021 年度） 8 14 3.5 4 4.5 22 3 0 65.5 
          

通算 34.5 55 20.5 17.5 18.5 126 16 0 338 

直近 3 年 17 29 9.5 11.5 7 43.5 9 0 145 

（参考）受験資格 

申請年度を含め過去３年度を通算して 50 単位以上を取得し、かつ下記①～③を満たす 

① 下記の項目の単位数を取得していること 

⚫ Ⅰ－１～３の各項目の中から１項目以上履修し、合計２単位以上取得すること 

⚫ Ⅱ－１～６の各項目の中から２項目以上履修し、合計４単位以上取得すること 

⚫ Ⅲ－１～２の各項目を履修し、合計４単位以上取得すること 

⚫ Ⅳ－１～２の各項目を履修し、合計４単位以上取得すること 

⚫ Ⅴ－１～３の各項目を履修し、合計６単位以上取得すること 

② 薬剤師認定制度認証機構から認証を受けた他の生涯研修プロバイダーから付与され

た単位は有効とする。ただし、日病薬病院薬学認定薬剤師制度研修カリキュラムに

沿った内容の研修会、かつ通算５０単位のうち１０単位以下であること 

③ 毎年最低１０単位以上取得していること 



【別添資料３】 

令和 3 年度 学術委員会収支報告書 

収入の部 

項目 金額 備考 

学術委員会予算 200,000  

合計 200,000  

支出の部 

項目 金額 備考 

学術研修会講師謝礼 65,000 学術研修会講師謝礼一覧参照 

北陸ブロック学術大会座長謝礼 2,000 北陸ブロック学術大会座長謝礼一覧参照 

単位申請料、送料等 47,336  

振込手数料 3,300  

合計 117,636  

返納 82,364 会計に返納 

総計 200,000  

 

令和 4年 3月 31日  

上記の通り報告いたします。 

学術委員会 委員長 塚本 仁 

会計 草冨 翔太 

学術研修会講師謝礼一覧 

氏名 所属 謝礼 備考 

山田 憲和 福井厚生病院 10,000 第 1 回 

古俵 孝明 福井大学病院 10,000 第 2 回 

政田 一樹 福井大学病院 5,000 第 3 回 

上塚 朋子 福井県済生会病院 5,000 第 4 回 

後藤 伸之 福井大学病院 10,000 第 5 回 

森口 浩志 敦賀温泉病院 5,000 第 6 回 

大森 丈 福井赤十字病院 5,000 第 7 回 

森田 陽介 福井大学病院 5,000 第 8 回 

渡邉 享平 福井大学病院 5,000 第 9 回 

新谷 智則 市立敦賀病院 5,000 第 10 回 

 

北陸ブロック学術大会座長謝礼一覧 

氏名 所属 謝礼 備考 

後藤 伸之 福井大学病院 2,000 図書カードとして 

 



資料 No.2 

業務委員会事業報告 

 

① 委員会開催報告 

 

第１回業務委員会 

日時  ： 令和３年７月９日（金）１８：３０～２０：００ 

場所  ： 株式会社ファイネス 福井支店（ＷＥＢ併用） 

出席者 ： （会場参加） 徳村、新田、水上、清水、浦山 

        （ＷＥＢ参加）宮澤、望、政田、細谷、塚本 

欠席者 ： 中島 

内容  ： １．令和３年度業務委員会委員について 

        ２．令和３年度業務委員会の活動について 

 

第２回業務委員会 

日時  ： 令和４年３月１５日（火）１８：３０～１９：３０ 

場所  ： 株式会社ファイネス 福井支店（ＷＥＢ併用） 

出席者 ： （会場参加） 徳村、新田、水上、清水、浦山 

        （ＷＥＢ参加）中島、宮澤、望、細谷 

欠席者 ： 宮澤、政田、塚本 

内容  ： １．令和３年度事業報告、収支報告について 

        ２．令和４年度事業計画について 

 

② 事業報告 

 

研修会の開催 （詳細については別添参照） 

業務委員会研修会 ７回（ＷＥＢ） 

プレアボイド研修会 1回（ＷＥＢ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 収支報告書 

 

収入の部 

年月日 項目 金額 

 委員会活動費 100,000  

 合計 100,000  

支出の部 

年月日 項目 金額 

R3.7.9 第１回委員会 交通費（＠1,000×5名） 5,000  

R3.9.7 第１回研修会 講師謝礼 10,000  

R3.11.18 第２回研修会 パネリスト謝礼(＠2,000×3名） 6,000  

 講師謝礼 5,000  

R3.12.2 第３回研修会 パネリスト謝礼(＠2,000×3名） 6,000  

 交通費(＠1,000×2名） 2,000  

R3.12.9 プレアボイド研修会 パネリスト謝礼(＠2,000×4名） 8,000  

 交通費(＠7,000×1名） 7,000  

R3.12.22 第４回研修会 講師謝礼 5,000  

R4.1.25 第５回研修会 パネリスト謝礼(＠2,000×3名） 6,000  

R4.2.10 第６回研修会 講師謝礼 5,000  

R4.3.10 第 7 回研修会 講師謝礼 5,000 

R4.3.15 第 2 回委員会 交通費（＠1,000×5名） 5,000 

 合計 75,000 

 返納 25,000 

 総計 100,000 

 

令和 4年 3月 25日 

上記の通り報告いたします。 

業務委員会 委員長 新田 直美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別添資料 1】 

研修会開催実績 

 開催日 受講者数 概要 

第１回研修会 R3.9.7 43 〇講演 

 地域医療連携について～全国の事例を参考に一緒

に考えてみませんか？～ 

  市立敦賀病院 荒木隆一先生 

第２回研修会 R3.11.18 50 〇業務紹介 

 外来化学療法における薬剤師の業務について～連

携充実加算を中心に～ 

  福井県立病院 白﨑由貴先生 

  福井厚生病院 山田憲和先生 

  福井県済生会病院 五十嵐弘幸先生 

〇講演 

 大腸がん化学療法における薬学的介入の実際 

 ～患者・薬剤プロファイルに応じた個別的介入を

目指して～ 

  福井県済生会病院 五十嵐弘幸先生 

第３回研修会 R3.12.2 25 薬剤管理指導業務の効率化・標準化の工夫について 

〇施設発表 

  福井県立病院 清水寛将先生 

  福井県済生会病院 水上聖子先生 

  福井循環器病院 浦山るみ先生 

〇グループディスカッション  

プレアボイド研修会 R3.12.9 63 〇プレアボイド事例や取り組みの発表 

  福井県済生会病院 土川萌先生 

  福井赤十字病院 宮本康平先生 

  福井県立病院 木村千尋先生 

  福井循環器病院 浦山るみ先生 

第４回研修会 R3.12.22 39 〇講演 

 医療安全に必要な基礎知識～安全な医療を提供す

るために～ 

  福井大学医学部附属病院 清川真美先生 

第５回研修会 R4.1.25 49 院外処方疑義照会について～あなたの施設はどうし

てる？～ 

〇業務紹介 

  福井大学医学部附属病院 今野彩先生 

  福井厚生病院 吉田明弘先生 



  市立敦賀病院 佐藤友美先生 

〇パネルディスカッション 

第６回研修会 R4.2.10 60 〇講演 

 感染制御の基礎知識 

  福井大学医学部附属病院 塚本仁先生 

第７回研修会 R4.3.10 32 〇講演 

 当院栄養サポートチーム（NST）における薬剤師

の関わり 

  福井赤十字病院 細谷拓史先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 No.3 

広報委員会事業報告 

① 委員会開催報告 

 

第 1回広報委員会 

内容：１）広報委員紹介 

       ２）今年度行事予定 

       ３）会報誌 No.102の内容の検討及び役割分担 

       ４）レクリエーションについて 

     ※令和 3年 7月、電子メールに委員会資料を添付し、各委員に送信して行った。 

 

第 2回広報委員会 

内容：１）会報誌 No.102の内容確認 

２）ボウリング大会について（今年度は新型コロナウイルス感染症を考慮し中止となった。） 

     ※令和 3年 9月、電子メールに委員会資料を添付し、各委員に送信して行った。 

 

第 3回広報委員会 

内容：１）会報誌 No.103の内容の検討及び役割分担 

     ※令和 4年 1月、電子メールに委員会資料を添付し、各委員に送信して行った。 

 

第 4回広報委員会 

内容：１）会報誌 No.103の内容確認 

※令和 4年 3月、電子メールに委員会資料を添付し、各委員に送信して行った。 

 

② 事業報告 

 

１）令和 3年 10月 会報誌 No.102発行 

令和 4年  3月 会報誌 No.103発行 

 

③ 収支報告書 

日付 摘要 収入 支出 残高 備考 

 会計より 120,000  120,000  

10月 9日 会誌発送用封筒  3,300 116,700 1320+1980 

10月 14日 原稿御礼（図書カード）  7,000 109,700 1000*7 

10月 22日 会誌発送費  30,610 79,090 250*103+390*8+580*3 

3月 5日 原稿御礼（図書カード）  7,000 72,090 1000*7 

3月 29日 会員連絡用の切手代  4,452 67,638 84*53 

合計  120,000 52,362 67,638  



資料 No.4 

中小委員会事業報告書 

 

① 委員会開催報告 

 

会合：日時：2021 年 8 月 16 日（火） 19：00～20：30  

場所：ZOOM オンライン  

参加者：荒木、徳村、武曽、宮澤、玉村、森口 野田、吉田  

欠席者；木内  

議題  

1. 日病薬中小病院実践セミナーの参加助成について  

(ア) 報告書の提出を条件に参加者を募集することに決定。応募多数だった場合調整をする。 

結果、１名のみであった。 

 2. 中小病院見学について  

(ア) 全国の中小病院も対象にする案もあったが、受け入れ施設側と見学する側とのニーズや

技術的、ZOOM 通信費等の問題があるが、一度どこかの施設で行ってみる方向になったが

実施に至らず。  

3. 中小病院メーリング作成活動について 

 (ア) ｍ３連絡リストとは別に、日常業務について相談できる場所が必要との考えから中小病

院委員会として活動すると、質問等への回答に責任が伴うことになることから、まずは 

LINE アプリで企画の趣旨に賛成するひとを募って開始してはどうかとなった。  

4. 後発品不安定供給問題  

(ア) 停止薬の代替、院外薬局との方針含めた情報交換、個別薬局入手の問題なので疑義照会

での対応とするなど、日常業務に上乗せされている。 

 

日病薬の実態アンケート回答率向上策について 

(ア) 回答率が 19.4％と 20％以下（7/26 時点）という現状であった。調査への協力依頼とし

て各施設に郵送した。  

 

② 事業報告 

 

なし 

 

 

 

 

 

 



③ 収支報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月日 勘定科目 摘 要 借 方 

（収入・預入残高） 

貸 方 

（支払・引出残高） 

差引残高 

2021.4.1  中小病院委員会予算 100,000  100,000 

2021.8.20 事務用品費 宛名ラベル  602 99,398 

2021.8.20 事務用品費 封筒  440 98,958 

2021.8.20 配送配達費 各病院郵送代（日病薬実態

調査協力依頼, 45 通） 

 3,780 95,178 

2021.9.9 事務用品費 宛名ラベル  963 94,215 

2021.9.9 事務用品費 封筒  330 93,885 

2021.9.9 配送配達費 各病院郵送代（中小病院実

践セミナー代替の日病 e-

learning 助成募集,36通） 

 3,024 90,861 

2021.10.14 その他 日病 e-learning 助成（循環

器病院 伊藤昌子先生 1名） 

 5,000 85,861 

  合計 100,000 14,139 85,861 



資料 No.5 

学生実習関連委員会事業報告書 

 

① 委員会開催報告 

 

委員会としての集会はなし（メーリングリストによる話合い活動のみ） 

 

② 事業報告 

 

※コロナ下にて全体集合での学生成果発表会は開催できず。 

（自施設内で発表会をおこなったところはあり。） 

 

③ 収支報告 

  

【収入】 

      県病薬より活動費                    100,000円  

      合計                          100,000円 

 

【支出】 

なし 

 

【残高】                            100,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 No.6 

嶺南委員会事業報告書 

 

① 委員会開催報告 

 

敦賀市薬薬連携協議会として実施 

（嶺南委員会委員と敦賀市薬剤師会役員による連携会議） 

第 1回 ： 令和 3年 4月21日（月） 場所：市立敦賀病院 委員 4名出席 

第 2回 ： 令和 3年 8月4日（月） 場所：敦賀医療センター 委員 6名出席 

第 3回 ： 令和 3年11月24日（月） 場所：泉が丘病院 委員 6名出席 

第 4回 ： 令和 4年 2月2日（月） 場所：敦賀温泉病院 委員 6名出席 

時間：１８時３０分～２０時 

委員：市立敦賀（荒木、佐藤）、敦賀医療（古川、原）、 

泉ヶ丘（渡辺）、敦賀温泉（池上） 

敦賀市薬剤師会役員：角野 雅之 先生（県薬剤師会会長、かどの薬局）、 

  南  佳宏 先生（南調剤薬局 金山店） 

 井上 利之 先生（井上調剤薬局） 

議 題：○報告事項  

         ○協議事項       

薬薬連携における懸案事項 等 

 

② 事業報告 

研修会開催報告 

 

日 時：令和 3年 9月 22日（水）１９：３０～２１：００ 

場 所： ニューサンピア敦賀 若狭の間 

特別講演：「高齢者のポリファーマシー対策」 

       東京大学医学部附属病院 老年病科・科長 秋下 雅弘 先生 

 

日 時：令和 3年 11 月 10日（水）１９：３０～２１：００ 

場 所： あいあいプラザ ふれあいホール 

特別講演：「医療連携」 

       市立敦賀病院 理事  荒木 隆一 先生 

  

日 時：令和 2年 12 月 15日（水）１９：３０～２１：００ 

場 所：あいあいプラザ ふれあいホール 

特別講演：「肺がんについて」 

国立病院機構敦賀医療センター 薬剤部長  古川 順章 

 



日 時：令和 4年 1月 19日（水）１９：３０～２１：００ 

場 所：ニューサンピア敦賀 若狭の間 

特別講演：「心不全について思うこと」 

市立敦賀病院 循環器内科 部長 三田村 康仁 先生 

 

③ 収支報告 

                                                             (単位：円 期間：R3.4.1～R4.3.31) 

日付 項目 収入 支出 残高 備考 

 嶺南活動費 100,000    

R3.4.21 敦賀市薬薬連携協議会交通費  4,000 96,000 1,000 円×委員 4 名=4,000 円 

R3.8.4 敦賀市薬薬連携協議会交通費  6,000 90,000 1,000 円×委員 6 名=6,000 円 

R3.11.24 敦賀市薬薬連携協議会交通費  6,000 84,000 1,000 円×委員 6 名=6,000 円 

R4.2.2 敦賀市薬薬連携協議会交通費  6,000 78,000 1,000 円×委員 6 名=6,000 円 

 年度末残高   78,000  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 No.7 

令和 3年度 決算報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 No.8 

令和 3年度監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



二、議案 

資料 No.9 

第１号 令和四年度各委員会事業計画案 

 

学術委員会 活動計画（案） 

1. 研修会の開催・計画（継続） 

1） 全体研修会 

2） 学術研修会 

 

2. 学会参加助成（継続） 

1）日本医療薬学会年会  

2022年 9月 23日（土）～25日（日） G メッセ群馬・高崎芸術劇場（ハイブリッド開催） 

 

2）近畿薬剤師合同学術大会 2023 

2023年 2月 4日（土）・5日（日） Web開催 

 

3）日本薬学会年会 

2023年 3月 25日（土）～28日（火） 北海道大学 

 

3. 日病薬病院薬学認定薬剤師制度 研修担当事務（継続） 

研修会の認定申請、実施報告書の提出、単位シールの管理など 

 

業務委員会 活動計画（案） 

1. 日病薬病院薬学認定薬剤師制度に則した研修会の開催 

2. プレアボイドに関する研修会の開催 

 

広報委員会 活動計画（案） 

1. 会報誌発刊（№104：10月発刊、№105：3月発刊） 

2. レクリエーション 

・ボウリング大会（11月ごろ） 

 

中小病院委員会 活動計画（案） 

1. 研修会の開催： ZOOM 等、あるいは集合とのハイブリッド型で行う予定とする。 

2. 中小病院 LINE グループの広報と浸透、情報交換の促進。 

3. 各種相談事例に対する返答を通して、会員へ還元と活性化 

 

学生実習関連委員会 活動計画（案） 

1. コロナの状況次第で集合形式による発表会開催を検討 



嶺南委員会 活動計画（案） 

1. 嶺南地域薬剤師会との連携協議会の開催 

2. 嶺南地域薬剤師会との合同研修会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 No.10 

第 2 号 令和 4年度予算（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 No.11 

第 3号 福井県病院薬剤師会会則 改正（案） 

 

本年 4月 13日に開催されました福井県病院薬剤師会役員会において、事業の運営を円滑におこなう

ための一環として会則の改正案が提案されました。ただし、会則第 17条・19 条におきまして、会則の

変更については総会の議決又は承認を経なければならないとされています。第 54回の総会にて審議す

る予定ですので皆様には下記改正案をご確認いただきますようお願い申し上げます。 

 

改正案 現行 

第４章 役員及び相談役 

 

（役員の種類及び定数） 

第 10条 本会に、次の役員を置く 

会長   1名 

副会長  5名以内 

理事   20名以内 

監事   2名 

 

（役員の職務） 

第 11条 

（改正なし） 

 

第４章 役員及び相談役 

 

（役員の種類及び定数） 

第 10条 本会に、次の役員を置く 

会長   1名 

副会長  4名以内 

理事   20名以内 

監事   2名 

 

（役員の職務） 

第 11条  

1. 会長は、本会を代表し会務を総理する。 

2. 副会長は、会長を補佐し会務を掌る。会長の

事故ある時は、その職務を代理する。 

3. 理事は、会長・副会長を補佐し、会務を分掌

する。理事のうち 1名は庶務担当、1名は会

計担当とし、会長の指名により定める。 

4. 監事は、会務並びに会計を監査する。 

5. 監事は、毎年その監査の結果を総会で報告し

なければならない。 

6. 監事は他の役員を兼任することができない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



三、その他（連絡・報告事項）                            

資料 No.12 

第１号 ウクライナへの支援のための支援金の拠出について福井県病院薬剤師会では下記の支援金

を、おひとり 100 円（×284 名）として寄付させていただきましたことをお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



四、役員改選（会長、副会長、監事選出）に関する件                  

資料 No.13 

 

令和 4年度は役員改選の年になるため、令和 3年度第 4回役員会（4月 13日（水））にて令和 4年度

役員人事に関する説明があり、役員会としての意見を取りまとめた。 

 

「会長」  福井大学医学部附属病院 薬剤部長 後藤伸之先生 

 

「副会長」 福井赤十字病院 薬剤部長     小川 純也先生 

      福井県立病院  薬剤部長     辻  正宏先生 

      市立敦賀病院           荒木 隆一先生 

      福井県済生会病院薬剤部長     佐野 正毅先生 

      福井県循環器病院薬剤部長     徳村 博子先生 

 

「監事」  福仁会病院   薬剤部長     八田 寿夫先生 

      福井県病院薬剤師会特別会員    吉村 直人先生 

 

 


